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市民ワークショップスタート 
３回のワークショップを予定。まちづくり基本構想の策定を目指します。 

 瑞穂市において、「中山道を活用したにぎわい創出」を目標に、 「中山道」と「サ

ンコーパレットパーク（中山道大月多目的広場）」を軸としたまちづくりを実施する

ための市民ワークショップが始まりました。 

 対象エリアの概要 

今回の対象エリアは、瑞穂市南西部の中山道沿線です。小

簾紅園がある呂久地区から、サンコーパレットパークや西部複合

センター（図書館分館等）、巣南庁舎、巣南中学校がある西

小学校校区を通過して、美江寺宿までの区間です。 

第１回ワークショップ 
 第１回ワークショップでは、4 つのグループに分かれて「地域の

良いところ」や「将来イメージ」について議論していただきました。 

 

A グループの発表内容 

・まず、中山道を安全に行交うことのできる歩車分離整備

や東屋、トイレ等の休憩スポットが整備されることで、自転

車・歩行者動線を確保する。 

・そのうえで、例えば美江神社、和田家等の歴史文化施

設、旧中山道で当時に想いをはせることのできる仕掛け

や、サンコーパレットパークや三角地といったスペースを活用

した日常的なイベント、祭りを通じた地域間・世代間交流

により、日常的に地域の賑わいを創出していくことが重要。 

B グループの発表内容 

・中山道の世界遺産登録を目指したい。これによ

って、観光の活性化や、定住の促進などの様々

な課題解決につながると考える。 

・子どもたちからも、中山道を世界遺産にしたい、

という意見を聞いたことがある。中山道を市の自

慢できる資源にしていきたいと思う。 

・いろいろな中山道を見てきましたが、市では、中

山道の活用がまだまだ十分でないと思う。 

 
  

■第１回開催概要 

日時：令和 4年 11月 19日（土） 

   10:00～12:00 

場所：巣南公民館 

参加者：18 名 
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C グループの発表内容 

・地域内での世代間交流や地域ボランティア団体

の育成・伝承といった課題があると考える。 

・「中山道」を軸とした課題解決を進めていくため、

沿線の表示(標識、路面表示)を整備し関連

施設と合わせてブランディングすることが重要。 

・中山道ウォーキング等、活性化のためにイベント

の開催やサンコーパレットパークを核とした賑い創

出を進めるとともに、まずは地域内で資源の共

有を進めていくことが大切。 

D グループの発表内容 

・優先課題１：サンコーパレットパークが整備さ

れ、使いたい人がいるのに使い勝手が悪い。 

・優先課題２：中山道が活用されていない。 

・優先課題３：魅力的な地域資源があるのに

PR されていない。 

・地域活動の PR を支援してほしい。 

・課題を解決していくために、サンコーパレットパー

クを地域の拠点となるように整備する。この拠点

整備、ここでの活動が肝となる。 

・拠点、地域の核ができれば、そこから、中山道を通じて西側、東側に広げていく。交流ルートとして、大垣

駅から樽見鉄道、中山道を通過して大垣駅に戻る周遊ルートが設定出来る。 

全体のまとめ 

●サンコーパレットパークのにぎわい、拠点性が必要 

●中山道と歴史的資源の活用と PR 

●地域内外の連携、世代間の連携 

●イベントの実施と日常的なにぎわい 

第２回ワークショップの予定 

日時：令和 4年 12月 3日（土）  10:00～12:00 

場所：瑞穂市民センター 

内容：●サンコーパレットパーク（中山道大月多目的広場に求めること） 

●中山道を舞台にやりたいこと   など 

【お問い合わせ】瑞穂市役所巣南庁舎 生涯学習課  担当：佐藤・中島 

TEL：058-327-2117 FAX：058-327-2105 E メール：syougai@city.mizuho.lg.jp 

瑞穂市生涯学習課ホームページ：http://www.city.mizuho.lg.jp/1309.htm 
 


